
暗い中、角館交流センターを一斉にスタート。

　9 月 25 日、角館町から北秋田市鷹巣までを走破する「第 30 回北緯 40 度
秋田内陸リゾートカップ 100 キロチャレンジマラソン」が開催されました。
　100 キロの部には県内外から 675 人が出場、まだ暗い夜明け前の午前 4
時 30 分に角館交流センターをスタート。また、232 人が出場した 50 キロ
の部は、北秋田市の内陸線比立内駅近くを 10 時 30 分にスタートし、100
キロの部と同じ北秋田市鷹巣のゴールを目指しました。
　ランナーたちは、爽やかな陽ざしが降り注ぐ中、すっかり秋の景色となっ
た道のりを自分のペースを確認しながら快走していました。
　沿道では住民が「頑張れ」などと声援を送る姿が見られ、コースに設営さ
れたエイドステーションでは、スタッフが飲み物などを立ち寄ったランナー
に渡しながら激励していました。

100 キロチャレンジマラソン北秋田市鷹巣のゴールを目指して

　
９
月
17
日
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
講
座
の
成
果
発
表
会
が
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
講
座
で
は
、
高
校
生
か
ら
社
会

人
の
受
講
生
７
人
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発
体
験
を
通

し
た
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指

し
、
７
月
か
ら
こ
の
日
を
含
め
て

全
３
回
の
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
を
開
発
し
、
そ
の
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
か
ら
は
、
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
配
車
ア
プ
リ
「
イ
ゴ
ー
カ
ー
（i go car

）」、

市
内
温
泉
の
口
コ
ミ
ア
プ
リ
「O

nsen info

」、

学
校
購
買
の
買
い
置
き
注
文
ア
プ
リ
「CO

BER 
EATS

」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
試
作
さ
れ
た
ア

プ
リ
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
市

内
視
察
ツ
ア
ー
で
市
内
を
訪
れ
た
首
都
圏
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。
企
業
か
ら
は
実
務
経

験
に
も
と
づ
く
助
言
が
行
わ
れ
、
中
に
は
「
ア
プ

リ
へ
の
投
資
を
検
討
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
発
言

も
出
て
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
試
作
ア
プ
リ
を
限
定
公

開
（
11
月
15
日
㈫
ま
で
）
し
ま
す
の
で
、
以
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
試
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
短

期
間
に
ゼ
ロ
か
ら
制
作
し
た
試
作
品
の
た
め
、
完

成
度
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
発
表
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
地
域
課
題
に
挑
む

受講者の発表の様子。

　株式会社ポーラと仙北市は、地域における温泉や自然、資源の有効活用、
産業振興および市民の健康増進を図ることを目的として、平成 30 年 5 月に
健康・美のためのヘルスケアに関する連携協定を締結しています。
　これまで、高齢者施設などでの健康・美容講座、田沢湖クリーンアップ清
掃活動後のハンドトリートなどを実施してきました。しかしながら、新型コ
ロナウイルス感染症感染拡大以降、対面での活動の実施が難しく、連携協定
の取り組みを休止していました。
　この度、取り組みを感染症対策を行いながら再開し、その第一弾として、
9 月 27 日にメークの心理的効果を学ぶ、市職員向けメークアップ講座を開
催しました。メークが心理面に与えるよい効果に関する講義の後、ナチュラ
ルメークのレッスンを受け、身を持ってメークの心理的効果を実感しました。
　受講した職員は観光・福祉の事業分野で今後活用していく予定です。今回、
感染症対策を行いながら無事に開催できたため、今後は市民の皆さまに向け
たメークアップ講座などを実施していく予定です。

メークアップ講座
メークの心理的効果

　

市
内
に
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
、
若
者
の
雇

用
の
場
・
創
業
機
会
な
ど
の
提

供
を
目
指
し
て
、
９
月
15
日

か
ら
17
日
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
の
た
め
の
市
内

視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
首
都

圏
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
６
社
９
人

が
市
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
わ

ら
び
座
の
シ
ア
タ
ー
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、
市
内
企
業

の
訪
問
、
農
家
民
宿
の
宿
泊
な

ど
、
市
内
の
魅
力
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
参
加
者
の
感

想
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
、
人
の
温
か
さ
、
行
政
と
の

近
さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
に

サテライトオフィス誘致
市内視察ツアー

サテライトオフィス誘致促進事業

わ
ら
び
座
の
シ
ア
タ
ー
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
の
様
子
。

参
加
し
て
仙
北
市

を
気
に
入
り
、
市

内
進
出
を
真
剣
に

検
討
す
る
た
め
、

当
初
の
予
定
を
変

更
し
て
12
月
の
ツ

ア
ー
参
加
を
決
め

た
企
業
も
あ
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
地
域
に

お
け
る
よ
そ
者
感

や
雪
国
特
有
の
冬

道
運
転
な
ど
の
生

活
面
の
不
安
、「
必

要
な
人
材
が
採
用

で
き
る
か
」
や
「
具
体
的
な
進

出
す
る
事
務
所
物
件
が
少
な

い
」
な
ど
の
経
営
上
の
不
安
も

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
12
月

の
ツ
ア
ー
に
は
今
回
と
ほ
ぼ

同
じ
企
業
が
参
加
し
ま
す
の

で
、
市
と
し
て
は
、
参
加
者
が

抱
く
不
安
に
丁
寧
に
応
え
て
、

市
の
魅
力
を
訴
求
し
て
参
り

ま
す
。

田口市長との意見交換。

　
９
月
25
日
、
市
民
会
館
を
会
場
に
第
35
回
生
保
内
節

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
第
35
回
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
２
年
間
延
期
し
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
準

決
勝
を
行
わ
ず
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
縮
小
す
る
な
ど
、

以
前
は
２
日
間
と
し
て
い
た
大
会
日
程
も
１
日
に
短
縮

し
た
ほ
か
、
観
客
席
も
間
隔
を
あ
け
る
な
ど
感
染
症
予

防
対
策
を
実
施
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
一
般
の
部
に
１
１
３
人
、
年
少
者
の

部
に
19
人
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
ら
れ
た
歌

声
と
節
回
し
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
は
、
予
選
を
通
過
し
た
10
人
に
よ
る
決

勝
が
行
わ
れ
、
秋
田
市
か
ら
出
場
し
た
髙
橋
愛
実
香
さ

ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
愛
実
香
さ
ん
は
、
第

26
回
大
会
の
年
少
者
の
部
で
も
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
少
者
の
部
で
は
男
鹿
市
か
ら
出
場
し
た
髙

橋
杏
里
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
一
般
の
部
で
最
優

秀
賞
の
愛
実
香
さ
ん
と
姉
妹
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　
他
の
入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
35
回 

生
保
内
節
全
国
大
会

一般の部で最優秀賞に輝いた髙橋
愛実香さん。

年
少
者
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
髙

橋
杏
里
さ
ん
。

【
一
般
の
部
】

▼
優
秀
賞
／
菅
原
桃

香
（
男
鹿
市
）、
大

川
あ
け
み
（
秋
田

市
）、
高
橋
惇
（
由

利
本
荘
市
）、
山
上

衛（
岩
手
県
盛
岡
市
）

▼
敢
闘
賞
／
遠
藤
陽

子
（
秋
田
市
）、
田

口
亜
澄
（
潟
上
市
）、

高
橋
さ
と
み
（
由
利

本
荘
市
）、
成
田
義

道
（
鹿
角
市
）、
金

子
友
紀
（
神
奈
川
県

綾
瀬
市
）

【
年
少
者
の
部
】

▼
優
秀
賞
／
山
田
千

尋
（
秋
田
市
）、
石

川
空
青
（
秋
田
市
）、

江
端
菜
沙
（
東
京
都

中
野
区
）

自
慢
の
歌
声
と
節
回
し
を
披
露

イゴーカー（i go car） Onsen info COBER EATS

【受講生がゼロから制作した試作アプリ】

講師の話を熱心に聞く受講者の皆さん。

　
９
月
29
日
、
仙
北
市
と
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
解
体

工
事
業
協
会
が
大
規
模
災
害
時
や
事
故
・
火
災
な
ど
発

生
時
に
お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

迅
速
な
災
害
復
旧
対
策
に
取
り
組
む
た
め
に
、
同
協
会

会
員
が
所
有
す
る
建
設
機
械
の
提
供
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

な
ど
の
技
術
員
派
遣
の
ほ
か
、
応
急
活
動
に
必
要
な
業

務
な
ど
応
援
協
力
に
関
す
る
具
体
的
な
事
項
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　
今
回
の
協
定
に
あ
た
り
小
野
雅
敏
代
表
理
事
は
「
こ

の
よ
う
な
協
定
を
締
結
で
き
た
こ
と
は
、
仙
北
市
の
防

災
対
策
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
地
域
住
民
の
安

全
安
心
の
確
保
の
た
め
大
変
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
当
協
会
と
し
て
も
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
解
体
業
界
の
持
つ
独
自
性
を
い
か
し
た
活
動
を
展

開
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
災

害
時
に
お
け
る
市
民
の
安
全
安
心
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災害時の応援協力に
関する協定を締結

仙北市×秋田県解体工事業協会

秋
田
県
解
体
工
事
業
協
会
の
小
野
雅
敏

代
表
理
事
（
右
）
と
田
口
市
長
（
左
）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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